（別紙１）
予算要求資料
平成26年度9月補正予算　　　支出科目　款：土木費　項：都市計画費　目：都市公園費
	事業名：新 花フェスタ２０１５ぎふ実行委員会負担金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　 都市建築部　街路公園課　企画係　電話番号：058-272-1111（内3773 ）

　　　　　　　E-mail： c11667@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　補正要求額　　　7,000千円（現計予算額：      0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正

要求額
	7,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　 花フェスタ記念公園では、1995年に「花フェスタ‘95ぎふ」（40日間、約192万人来園）を、2005年には「花フェスタ2005ぎふ」（104日間、約143万人来園）を開催してきたが、2015年（平成27年）はこれらのイベントからそれぞれ20周年、10周年を迎える節目の年に当たる。

　　　当公園は、「花フェスタ2005ぎふ」以降、利用者が減少傾向にあるため、約7,000品種、約3万株のバラを有する世界有数のバラ園としての魅力を強く再発信し、認知度を高める必要がある。

＜H21:39万人、H22:37万人、H23:28万人、H24:35万人、H25:32万人＞
　　　当公園は、過去２度の花フェスタにおいて県民総参加によるイベントの舞台となった、岐阜県民の結束の象徴となる施設であるとともに、2003年に開催された世界バラ会連合のイギリス大会において日本国内で初めて「世界バラ会連合優秀ガーデン賞」を受賞し、また、2005年には当公園同様、国際ローズコンテストを実施している環太平洋の国々とバラの友好協定を締結する等、国際的にも屈指の公園であるが、このように海外でも評価が高い当公園の魅力を改めて国内外に発信していく必要がある。
（２）事業内容

　　　花フェスタ２０１５ぎふ実行委員会負担金　7,000千円
　　　 ア　開催時期

平成27年5月16日～6月21日「春のバラまつり」に相当する期間

　　　 イ　開催方法

実行委員会、県、可児市、指定管理者等が独自に行う各種イベントを組み合わせ、国際交流を図るとともに、手作り感のある、県民参加型で愛着のもてる大会とする。
　　　 ウ　開催予定の主要イベント

ぎふ国際ローズコンテスト表彰式、国際シンポジウム、花フェスタ記念公園再整備計画の発表、記念講演
（３）県負担・補助率の考え方

　　　一般財源　7,000千円　（県10／10）
（４）類似事業の有無
有：花フェスタ‘95ぎふ　 実行委員会方式　 総事業費：約24億8,700万円

　　花フェスタ2005ぎふ　 実行委員会方式　 総事業費：約14億4,800万円
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	負担金
	7,000
	花フェスタ２０１５ぎふ実行委員会への負担金

	合計
	7,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
・世界に誇るバラ園のさらなる魅力の国内外への再発信
・テーマ「花で育む　清流の国ぎふ」（「清流の国ぎふ2020プロジェクト」の一環）

・第39回全国育樹祭応援行事

・回遊性向上、通年型施設化等を目指す花フェスタ記念公園再整備のキックオフ
（２）後年度の財政負担
平成27年度　大会開催のための運営費用に対する実行委員会負担金

（別紙２）
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　  平成27年３月末までに、「花フェスタ2015ぎふ」のイベント開催に向け、関係
機関と協議、調整のうえ、イベントの企画立案を行い、平成27年４月以降のイベ
ント開催準備を円滑にできるようにする。



（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	来園者数
	371千人
（H22）
	275千人
（H23）
	361千人
（H24）
	361千人
（H24）
	600千人
（H27）
	61％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	「花フェスタ‘95ぎふ」から20年、「花フェスタ2005ぎふ」から10年という節目の年となる2015年（平成27年）に「花フェスタ2015ぎふ」を開催し、花フェスタ記念公園が世界に誇るバラ園であることの魅力を発信するとともに、当公園の利用者の増加につなげる。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
花フェスタ記念公園は、「花フェスタ2005ぎふ」開催以降、利用者が減少傾向に
あるため、当公園の魅力の発信が必要不可欠である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

花フェスタ記念公園が世界に誇るバラ園であることの魅力を発信するとともに、

 当公園の利用者の増加につなげるため、「花フェスタ2015ぎふ」の開催は必要である。




